





















































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































家争鳴的な論議がなされ、各大学でも新学部や専門大学院の設置をはじめ して実に多様な?改革?が試みられてきたが、しかし現今に至るまで?制度的?教養思想の決定版と思しきものは現れておらず、まさにそれゆえに現在でもことあるごとに区々たる内容の?教養教育?に日本の大学 未来を託そう するような主張が声高に叫ばれているのが実情であろう。　
もしこうした認識が正鵠を射ているとすれば、現在の時点で










































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































三木清や唐木順三の説とは一応別物とみなされる。丸山による?教養主義的インテリ?の非政治性?反政治性の歴史的探求は、ファシズム期の知識人?本来のインテリ?の抵抗力の弱さに端を発したものであり、河合榮治郎や阿部次郎 どによ 昭和教養主義と対峙した三木とは問題意識が異なっている。三木は、一九三七年に?こ 頃また教養論が流行している?と指摘した後で、
?現代的?
な教養論の立場から大正教養主義を名指しで批































































































































































































































































































































































































































































































450ff. , 457ff. ?。
　
もちろん、これらの人々すべてを?大正教養主義?と呼ぶこ

































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































orkshop to the handicrafts, the social form
 of the club has 
m








































































































































































































































































































































































































































































































































































































































?昭和一九年?等に見られる思想はこれ はまっ く異質である。三谷たちのグループが超越的なも を拠点にした普遍主義的規範を明らかにしようとし、 こから 日本の個的なも ?への関わり方を追求しようとしたのと対照的に、和辻 場合天皇への随順、
尊皇の道、
皇国の道といった日本に固有なもの、












































































































































知識人全般の非政治性ないし反政治性、それゆえまたフ シズムに対する抵抗力の弱さを表しており 逆に丸山は後 って南原や矢内原など ?非歴史性?
、?自然法?観念、キリスト教















































































































漱石はキリスト教の系譜 は無関係であり、丸山 注目したのはその?倫理性?であ た。丸山は?明治時代の思想?
?一九五














































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































際、近代社会への推移を説明する部分だけを つまみ食い?して載せられたことについてこうこぼしている。それはたしかに論文の趣旨の一つだが、それだけでは論文の最後に?文化というものの価値は?である価値?なんだ?といっていることが無視されてしまう。芸術や学問は、効果 よ 測定されず、自身に価値があり、
実用を考えたら発達しない。
?ただ学問や芸

























































































































































































































































































































































































































































































































































































































いないけれども、かり 学問 おける精神的貴族主義を想定するならば、その意味は、たとえ超俗主義 はないと ても、原則として眼前の民衆?の欲求?と切り離された 研究ということになる。そこに芸術と同じ 個性的な価値の貴族性?という観念がまったくなかったとはいえない。学問について論じた際に、
?ベートーヴェンのシンフォニーというようなものはやは


















































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































できな つたということに いて、全く触れずに ますということはできません
?と述べている?傍線丸山?
?同































































































































































































































































































































































のルールを守りながら率直に口をききあ こと?を求め、 れまで自分は原則として?当面 政治や社会の問題?についてまとまった考えをほとんど新聞や雑誌に書かなかったけれども、最近内外情勢や新聞の論調 どを見て沈黙に耐 られないと感じ出したことを認め、知識人は?好む 否とに拘らずそれぞの根本的な思想的立場を明らかにすることを迫られて?
いるが、





































































































































































































































































































ということを強調しようとしたものであろう。いずれも意思の問題であるから、事実 どうかは丸山本人し わ らなだが、しかし の傍点から丸山の?屈託?のようなも を かがうことが き ように思われる。　
丸山は敗戦直後三島大学などで啓蒙活動をしながら、
?学問自









































































































































































































































に基づいた学問的労作を生み出す可能性もあるけれども、逆に自分の論文は一貫して?大日本帝国 ?実在?よりも戦後民主主義の?虚妄?の方に賭ける?という?公理も くは偏向?に基づいたも であり、
?私はひきつづきこの偏向を大事にして行


















































































































識人の社会的使命 および?学問自身の社会的使命? い 意識と深く関わっており、それが?現代政治の思想と 動?においてどのような変貌を被ったのか
?あるいは被らなかったのか?
























































































































































































































































































本ほど?反体制 を標榜する評論家?大学教授が?そう う言辞によって原稿料をかせぎ、すくなくともペン よって生きること?
の容易な国はなく、
?マスコミの需要に応じて注文生産し













































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































文?は必ずしも?学術論文?とはいえない したがって 時事的?発言と区別できない?が、しかしそうかといって?ジャーナリズムむけの?啓蒙的? 読みもの?では く それゆえアカデミズムとジャーナリズムの 架橋 もなり得なか ということになる。　
ところで、戦中の丸山は慶應大学の学生新聞である?三田新
聞?に?福沢に於け 秩序 人間?と題する一 を寄せた?一九四三年?が、植手通有はこれを丸山の?最初の時論
???
?と規定













































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































こちらの方が学者になってから最初 ?時論?と呼ぶのにふさわしいかもしれない。内容は統制経済批判であるが 近衛新体制に少しリップ?サーヴィス?であろう?をした後に末尾 、?同じ時代、同じ社会情勢を背景とした夥し 論策のなかであるものだけが後世まで広く伝えられるとい のは、やはり何かその内容に普遍性があるからだよ。単なる時事論議はやがて?時?によって淘汰されてしまうのだ?とある。
?時論?をもの
しながら、
そのよって立つ視点の普遍性を誇示したものであり、
ある意味では植手の主張と重なるような内容であるが、しかしこれが学術論文の性格を帯びて るとはいえないであろう。
???
　
丸山は、
?ある自由主義者への手紙?
?一九五〇年?が、当面
の現実政治の問題を対象としているので、政治情勢や社会的雰囲気を前提にした状況的発言の要素が なくないということを認めながら、
?しかし自分としては、
いわゆる時事論文というよ
りも、時事問題を通じて、現代日本政治にたいする、ヨリは政治過程一般にたいする基本的なアプローチの問題を提示したつも である?
と語っている
??現代政治の思想と行動第一部
　
追記および補注?
?一九五六年?
?集?
?269f. ?。前述のように、
知識人と「教養」（一）193
一九三
そこでは、はっきりと知識人が各人の?思想的立場?を明らかにすることが必要であり、そのために知識人の連帯が必要だと訴えていた。これ ?基本的なアプローチ 問題?に入るのかどうか。
どちらであってもかまわないが、
ことほどさように
?時
論?と?学術論文?の境界が丸山自身によって意識され、かつ容易に線引きできないものであったということである。あるいは、カール?マンハイムのいう?学問のジャーナリスト?と呼ぶ?植手通有?解題?
?集?
?358 ?のが妥当かもしれないが、
これにしても問題にすっきりした解答を与えること はならないであろう。
???
　
道元の
?純粋出家主義?
と易行の否定には
?精神的貴族主義?
の色彩があったという?
?講義録?
?255 ?が、その対極にある
のが在家仏教主義である。
???
　
丸山によれば、
近代政治学では、
?セオリー?
は日本でふつう
?政治学史?や?政治思想史?の講義を含んでいるという?
?政
治学?
?一九六五年?
?座談?
?172 ?。
???
　
だからここで丸山は、
?究極の考えを言え?
としばしば迫られ
るが、
日本人は告白を好み、
?
Innerlichkeit
を尊重する気構えに
乏しい。このように不断に信条告白を強いられる社会は、自由がない社会であるだけでなく、そのためにかえって信条が安売りされる?とし、それと?学問?との、あるい ?実践 の区別を主張している?
?手帖?
?43 ?。なお、丸山は増補版?追
記?でも、ほぼ同じことを述べて、究極の立場は何かと聞かれたら、
?丸山イズムです?
と答えることにしている、
としている
??集?
?172 ?。もっとも、自治会座談では、
?私は社会主義者
ですよ?
、
それも
?どちらかと言えば個人に重点を置く方である
と言ってよい?が、しかし?私が自分 信条 ついて詳しく語っても始まらない?と述べている?
?手帖?
?43f. ?。
???
　
丸山はここで、そもそも学問は万人に必要なものではなく、
学者に限らず、
誰でも、
?生きて行く上で出
会くわ
す汎ゆる問題に答
え
て
く
れ
る
何
ら
か
の
self-evident truth
即
ち
経
験
的
に
は
証
明
不
可
能の形而上学にコミットする?が、これを学問と区別しなければならない、としている?
?手帖?
?44 ?。
岡　法（64―１) 194
一九四
